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「青山」という地名は、徳川家康の重臣だった青山忠成がこの地に屋敷を構えたことに由来するといわれています。 
忠成が家康からこの地を拝領した際の、こんな話が伝わっています。 
鷹狩りに随行した忠成に家康は「馬に乗って一回りして参れ。その範囲を屋敷地として与えよう」と言いました。忠成は馬が
疲れて死ぬまで一帯を駆け回り、広大な土地を手に入れたそうです。 
当時の青山は草の生い茂る野原。現在の姿になるまでには、どのような歴史があったのでしょうか。

 江戸時代の青山通りは、丹沢の大山にある阿夫利神社へ通じる

ことから大山街道と呼ばれていました。大山詣でのために歩く旅人

が多かったのですが、同時に、江戸方面からの物資と、駿河・甲

斐・相模などからの物資をそれぞれ運搬する交通路としても利用

されていました。五街道の一つである東海道は、大名、武士など

が多く利用していたため、商人は東海道を避け、大山街道を利用

していました。庶民の文化・経済を支える街道だったのです。しか

し、街道といっても大半が泥道で、松や竹、シノザサに覆われてお

り、道に迷う旅人も多かったようです。「青山の庚申塔（※）」には、 
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と刻まれており、道しるべをかねています。 

※庚申塔（こうしんとう）は、中国から伝来した庚申信仰に基づく庚

申講を、3年18回続けた記念に建立されたもの。江戸時代に流行

し、庚申塔は今も各地に残っています。

 

 
▲安政4（1857）年版 東都青山絵図 

図の中央を横切っているのが大山街道。善光寺、梅窓院は

現在も同じ場所にある。

 明治になると、青山家の下屋敷跡地は墓地となりました。現在の青山霊園です。ま

た、明治19年には現在の神宮外苑の場所に青山練兵場ができます。そのほか、陸

軍大学校や青山師範学校、女子学習院など、軍や学校などの公共機関の建物が多

く建てられます。それに伴って、明治後期からは華族や高級官吏などが多く住むよう

になりますが、通りを外れるとまだ畑や野原が残っていました。 

 青山通りは明治政府によって大規模な改修計画が立てられます。明治37年には

三宅坂から青山4丁目（現在の外苑前のあたり）まで路面電車（市電）が開通。次第

 

 
▲大正3年 昭憲皇太后御大葬の際の

様子。 



に商店が建ち並び、にぎやかな通りになっていきます。昭和13年には地下鉄銀座線

も開通します。

 しかし、昭和20年、東京大空襲でほとんどの建物が焼失してしまいます。戦後、神

宮外苑が進駐軍に接収され、界隈を米兵が闊歩するようになり、米国文化が入って

きます。 

 昭和28年には、米国スタイルの「セルフサービス・スーパー・マーケット」が日本で

初めて開店します。今では当たり前になりましたが、新しい販売方式として当時は話

題になりました。とはいっても、この頃の青山通りにはまだ都電が走り、八百屋や魚

屋などの小さな商店が軒を連ねていました。街の雰囲気もどちらかというと「静かで

落ち着いた住宅街」といった感じでした。

 青山の街並みを大きく変えたのは、昭和39年に開催された東京オリンピックです。

国立競技場をメイン会場とするため、青山通りの大幅な道路拡張工事が行われ、道

幅は22メートルから一気に40メートルになります。精神科医で作家の斎藤茂太氏も、

その著書『茂吉の周辺』の中で「墓地の方から青山の電車通りに出てきて、最近完

成した横断橋の上にのぼり、八列になって絶え間なく流動する車の流れをながめる

と、これが、昔のあの青山通りかと首をかしげたくなる」と書いています。小さな商店

が激減し、街の風景は一変しました。コンクリート造りの大きなビルが次々と建てら

れ、昭和43年には約70年間親しまれてきた路面電車も姿を消します。 

 その後、１９６０年代のＶＡＮを皮切りに、70年代、80年代と時代を代表するファッシ

ョンブランドのブティックが次々と青山にオープンします。この頃からファッションの

街、流行発信地としてのイメージが定着してきたようです。それは現在も変わらず、

海外ブランドのブティックなど新しい店が次々と生まれ、流行を発信し続けていま

す。

 ブティックだけでなく、美術館や劇場、大学、競技場と、様々な施設が集中している

青山は、スポーツ、アート、ファッションなどあらゆる分野の人を惹きつける魅力ある

街といえるでしょう。人通りと車の絶えない青山通りがそれを物語っています。

（写真・絵図：港区立港郷土資料館所蔵）

青山4丁目から5丁目を望む。 

（『昭憲皇太后 葬送始末』 大正4年）

 
▲昭和2年頃 青山にて。 

（『都電・60年の生涯』 昭和46年）

 
▲昭和34年 青山４丁目付近。 

通りの中央を都電のレールが走る。正

面奥に見える白い建物は青山電話局

（現在のNTT青山ビル）。

 
▲現在の様子。 

正面奥の建物が現在のNTT青山ビル。

 

日本日本日本日本でででで最初最初最初最初のののの民間民間民間民間ボウリングボウリングボウリングボウリング場場場場

 スーパーマーケットのほかにもう一つ、日本で最初に青山にできたものがあります。 

それは民間のボウリング場です。昭和27年に本格的な民間商業施設として「東京ボウリングセンター」が青山にオープン

しました。 

当時はまだ自動のピンセッターはなく、人手で一本一本ピンをセットしていたそうです。

▲このページのトップへ

｜個人情報保護について [PDF]｜

 
(公益財団法人 港区スポーツふれあい文化健康財団) 

港区赤坂4-18-13赤坂コミュニティーぷらざ 

電話：03-5770-6837/Fax：03-5770-6884 

お問い合わせ：fureai-info@kissport.or.jp

このホームページはKissポート財団の公式ホームページです。このホームページのすべての権利は当財団に帰属します。 

当財団の許可なく複製、転載は出来ません。


